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ここら辺には 
貧困の人がいなくて 

いいよね 
「食べ物がない」｢住む場所がない」等すぐさま生命にかかわる… 

それ、 
本当？ 

 

 

 地域において、通常当たり前とされる生活さえも出来ていない… 

貧困には 
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・見えにくいが、すぐ隣に潜む、誰でもなり得る問題 

 

・症状が悪くなっているのに通院を止めている。 

 

 

・お子さんお孫さんを進学させたいと思っても諦めている。 

・結婚したい、子どもを産みたいという気持ちを捨てている。 

・子どもを旅行に連れて行ったり、習い事をさせるのを諦めている。 

・熱中症が騒がれている中エアコンをいれられない。    

・自分のプライドや自己肯定感を捨てざるを得ないことが「相対的貧困」の本質   

 （雨宮 処凜さんの本より） 

・廃棄されたコンビニ弁当を食べるときには、人間としてのプライドを捨てなけ  

 ればならなかった。（ホームレスの人の話） 

・住んでいる家や服装、持ち物では判断しにくい。 

・家族の孤立 
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・労働分野における非正規雇用者の増加。 

貧困問題の深刻さ ･･･世代を越えて連鎖する傾向があること。 

 

 

日本は、依然として高学歴重視社会といえる。 

 

・正規雇用に比べて低賃金、失業のリスクが高い。 

・社会保険に未加入の割合が高い（会社が未加入の場合もある） 

・本人の病気、怪我、家族の介護等で働けなくなり再び働こうとしても再雇用は困難。  

 ・親の経済的困窮が、教育環境や進学状況に大きな影響を及ぼす。 

 ・借金を抱えるような奨学金制度では抜本的な改革にはならない。 

 ・奨学金で進学しても、バイト漬が必要で退学に追い込まれることも。 
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団塊世代が７５才以上の後期高齢者になり少子高齢化が悪化 

 

        

 

又、少子化が進めば、日本の経済力が弱まるおそれがある。 

現体制のままでは、格差が広がるのではないか。 

国民の５人に１人が７５才以上、３人に１人が６５才以上なると言われている。 

医療を受けられる人、受けられない人の差が出てくるとも言われている。 
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バブル崩壊 ⇒
 

金融危機 ⇒
 

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ ⇒
 

  

✧企業文化の継承性に支障 
 労働意欲の低下 
        ⇒生産性の悪化 

✧少子化の一層の深刻化 
✧年金の財政的基盤の脆弱化 
✧日本経済の長期低迷 

 

就職氷河期 

派遣法施行 

製造派遣の解禁 

⇒
 

 ・生活設計が立てられない 

   ⇒未婚の増加や出生率の低下 

 ・厚生年金がない、国民年金が払えない 

   ⇒老後は生活保護を受給か？ 

 ・不本意な雇用形態 

   ⇒やりがいなど意欲の低下 

⇒
 

13→16業務 26業務 
⇒

 

不安定雇用に 

追いやられ、 

自己責任とは 

いえない 
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  2018年 

労働力調査 

(万人) 

比率％ 

雇用者数 

（役員を除く） 
5,596   

非正規雇用 2,120 37.9   パート 1,035 18.5   アルバイト 455 8.1   派遣社員 136 2.4   契約社員 294 5.3   嘱託 120 2.1   その他 80 1.4 

（万人） 

自分の都合のよい時間に働きたいから 597 

家計の補助・学費等を得たいから 394 

家事・育児・介護等と両立しやすいから 254 

通勤時間が短いから 90 

専門的な技能等をいかせるから 146 

正規の職員・従業員の仕事がないから 255 

その他 264 

非正規の職についた主な理由  (2018年) 非正規の雇用形態     (2018年) 

非正規の12.8％ 
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ＩＭＦの要求に対してセーフティーネットを強めた国。 

アイスランド、ノルウェー、カナダなど 

 

アイスランドに対しての緊縮財政要求の一つ 

        保健医療関連予算は30％削減 
 

 政府の緊縮政策に対して、国民が拒否。 
 

  セーフティネットの強化： 

    「福祉の監視」組織を立ち上げ 
 

    失業率 約3.2％(2000年代)⇒4.7％(2010年代) 

●アイスランド 

●ギリシャ 

% 

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ 

 ＩＭＦの要求に応じた国。 

 ギリシャ、イタリア、スペインなど 

ＩＭＦ 

の見込 

ギリシャ
の失業率 

2008年9月リーマンショック 
   ⇒ＩＭＦが各国へ緊縮財政を要請 
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●   

 全体… 15.6％(2015年)  

         16.1％(2012年) ＊先進国35か国中7番目に高い 

 

日本の相対的貧困率の推移 
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●  

 全国38.2％ 

 群馬39.6％(2018年) 

（参考）非正規男性…平均年収172万円 

    非正規女性…平均年収148万円 (2016年) 

●  

 可処分所得で 1人世帯 122万円以下 

        4人世帯 250万円以下(2012年) 
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令和元年１１月９日付け朝日新聞 
「氷河期世代 挑む狭き門」 
宝塚市正規職員３人採用に応募６００倍  ４５歳「挫折経験生かしたい」 
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●ジョブ・カフェの担当者は

「求職者が自身の特性や特技

に気づき、胸を張り、より良

い人生を送っていただけるよ

うに寄り添っていきたい」と

話していた。 

あたたかい！ 

●給付型奨学金と最低賃金1,500円の 

実現が一つの改善策かと期待して。 

低年金となる氷河期世代の老後も 

考え､今から手立てを！ 

●行政も民間も、すべての

対象者に寄り添い、心のこ

もった温かい手を差し伸べ

てほしい。 

●貧困があることを 

みんなに理解してもらいたい！ 

●私たちに出来ることから 

始めよう！ 

まず、健康づくり・仲間づくり・ 

助け合い。 

それがとても大切！ 

以上 


